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「わ た し ら しさ」 と して の ボ ラ ンテ ィア
新 矢 昌 昭 ・渡 邉 秀 司
要 旨
本稿は,イ ンタ ビュー調査 の分析 によって,ボ ラ ンテ ィアにおいて人 々は どのようにアイデ ンテ ィ
テ ィや 自分探 しを行 い,そ の人 々には どんな特徴 がみ られ る のか を考察 した ものである。 アイデ ン
テ ィテ ィや 「自分探 し」 は 「わた しらしさ」 を確 かにす る重要な要 素であるが,そ の 「わた しらしさ」
を確立 してゆ くプ ロセス全体 を詳 しく把握す るこ とは困難であ る。 このことか ら,こ こでは 「自己
物 語」論 を採 用 し,「わた しらしさ」 の形成過程 を示す可能性 をもつ 「自己物 語の書 き換え」 と呼ば
れ る側 面に注 目した。


















て,活 動を始めると,自 分 自身 と向き合い,見
つめ直す ことができます」(平 群町社会福祉協
議会2003)。 もちろんすべての人々が,ア イデ




















は,人 間は 「わたし」を物語の形式を用いて し
か表現できないからであ り,「わた しらしさ」
は 「わ た し」 の 「物 語 」,す な わ ち 自己物 語 で
あ る と考 え るか らだ。 従 って,ボ ラ ンテ ィア に
お け る 「わ た し ら しさ」 の形 成 は,ボ ラ ンテ ィ
ア を 自 己物 語 と して 生 き る こ と と位 置 づ け る こ
とが で き る と思 われ る。
1「 わ た し ら し さ 」
ア イ デ ンテ ィテ ィや 「自分 探 し」 とは 「わた
し」 に関 わ る ことで あ る。 この ア イデ ンテ ィテ ィ
と 「自分 探 し」 と は何 だ ろ うか。 そ して両 者 は
「わ た し」 に どの よ うに 関 わ り,ど の よ うな 関
係 性 を持 って い る のだ ろ うか。
ア イ デ ンテ ィテ ィ は,単 純 に意 味 を示 す こ と
はで きな い。何 故 な ら,ナ シ ョナル ア イデ ンテ ィ
テ ィや エ ス ニ ック ア イデ ンテ ィテ ィ,セ ク シュ
ア ル ア イ デ ンテ ィテ ィな どア イ デ ンテ ィテ ィは
さ ま ざま な意 味 を もって 使 わ れ て い るか らで あ
る。 で は,そ もそ もア イデ ンテ ィテ ィ とは,何
で あ ろ うか。 この ア イ デ ンテ ィテ ィの用 語 を世
の 中 に広 め た の はE・H・ エ リク ソ ンで あ る。
しか しな が ら,エ リク ソ ン自身 は この用 語 を さ
ま ざま に使 い 明確 に意 義 づ け られ て い るわ け で
は な い。 た だ,彼 の言 うア イデ ンテ ィテ ィ とは,
二 つ の 側面 か ら形 成 され て い る と思 わ れ る。 第
一・は
,心 理 的 ・社会 的 に アイ デ ンテ ィテ ィが確
立 され る考 え で あ る。
心 理 的 な もの と社 会 的 な もの,発 達 的 な も
の と歴 史 的 な もの との間 の全 て の相 互 作 用
は,一 種 の 心 理社 会 的相 対 性 と して の み 概
念化 され うる もので あ り,ア イデ ンテ ィテ ィ
の 確 立 はそ の よ うな相 互 作 用 に と って 原 型
と して の重 要 性 を も って い る の で あ る(エ
リク ソ ン1973a:16)。
さ らに,別 の と こ ろで は 「心 理 的 ・社 会 的 」
に よ って 形 成 され るア イ デ ンテ ィテ ィを次 の よ
う に説 明 して い る。 「心 理 社 会 的 ア イ デ ンテ ィ
テ ィ は,主 観 的 で あ る と同 時 に 客観 的 で あ り,
個 人 的 で あ る と 同時 に社 会 的 で あ る とい う特 徴
を もつ」(西平1993:206)。
そ して第二は,ア イデンティテ ィが人間の発
達段階の形成過程の中で形成されることである。
とりわけ,青 年期という 「アイデ ンティティの
さまざまな構成要因(中 略)を 統合するための
ゆうよ き かん
猶 予 期 間 」 で 形 成 され る(エ リク ソ ン1973a:
167)。 ま た青 年 期 の 「ア イ デ ンテ ィテ ィ とは,
(否 定 的 な もの を 含 む)す べ て 以 前 の 同 一 化
〔自分 に と っ て重 要 な 影 響 力 を 有 す る人 との 一
体 感 また は 同一 視 〕 や 自己像 の統 合 を意 味 」 す
る(エ ヴ ァ ンス1981:44)。 しか しエ リ ク ソ ン
が 「ア イ デ ンテ ィテ ィ とは,パ ー ソナ リテ ィ特
性 とか,ま た は,何 か静 態 的 で不 変 な もの の形
を した 『成 果 』 と して 『達 成 』 さ れ る よ うな も
の で は,決 して な い」 と して い る(エ リ ク ソ ン
1973a:17)。 しか し これ に は注 意 しな け れ ば
な らな い。 つ ま り,ア イ デ ンテ ィテ ィは ライ フ
サ イ クル の 中 で の児 童 期 か ら成 人 期 の 間 に位 置
す る青 年 期 に お い て確 立 しな け れ ば な らな い課
題 な の で あ り,他 者 関係 に よ って成 立 す る。 そ
して ア イ デ ンテ ィテ ィは 青年 期 に お い て 固 定 化
され る こ とで はな く,発 達 と と も に変 動 す る の
で あ る。
この よ う に,ア イ デ ンテ ィテ ィ と は,個 人 の
発 達 段 階 にお いて 心 理 的,発 達 的,主 観 的,個
人 的,と い う個 人 の 内面 性 に関 わ る も の と,社
会 的,歴 史 的,客 観 的,他 者 と い う個 人 の外 面
性 との相 互 作 用 に よ って形 成 され るの で あ るが,
そ れ は一 定 で は な く変 化 して い くの で あ る と言
え よ う2)。
で は,こ こ で触 れ る 「わ た し」 と して の ア イ
デ ンテ ィ テ ィと は何 で あ ろ うか。 そ れ は,エ リ
ク ソ ンの 言 う 「自我 同 一 性 」(egoidentity)
が 近 似 す る と言 え よ う。 自我 同一 性 とは 厂時 間
的 な 自分 の 自 己 同 一self-samenessと 連 続 性
continuityの 直 接 的 な 知 覚 と,他 者 が 自 己 の
同一 と連 続 性 を認 知 して い る とい う事 実 の 同 時
的 な知 覚 」 で あ る(エ リク ソ ン1973a:10)。
更 にエ リク ソ ンは,こ の 「自我 ア イデ ンテ ィテ ィ」





















を構成する。複雑な 「わたし」を取 り巻 く環境
や状況の中でも 「全部をひっくるめたものが












一貫 した 「わた し」を安定させることである。






と い う存 在 の す べ て を,自 分 自身 の 自由な 意 思
で 選 び と り,つ くりあ げ て ゆ か な け れ ばな らな
い と い う こ とを も意 味」 す るか らで あ る(若 田
1997:68)o
次 に 「自分 探 し」 は,1980年 代 後 半 か ら社 会
的 に顕 著 に な っ た言 葉 で あ る。 芳 賀 学 は,「 自
分 の 中に は何 か 『現 状 の生 活』 に は あ らわ れ て
い な い 「本 当 の 自分 』(可 能 性)と い う もの が
あ り,そ れ こそ が 『自分 ら しい』 生 き方 」 を 探
す こ とで あ る と言 う(芳 賀1999:31)。 また 香
山 リカは,「 こ こ ろ」 「私 」 とい う もの が 「ど こ
か に確i固た る もの と して,ひ とつ だ け あ る もの」
で,も しそ れ らが ひ とつ の ま とま りと して 存 在
して い な い と思 う人 は,「 何 とか して一 刻 も早
くそ れ を 見 つ け な け れ ば な らな い」 メ ッセ ー ジ
で あ る とす る(香 山1999:28)。 こ こか ら 「本
当 の 自分(わ た し)」 を 探 す 「自分 探 し」 とは,












を他者 との関係の中で一貫 した 「わた し」を
「わた し」で確認 していくことであった。 しか
し現代の多様化 した社会では,一 貫した 「わた
し」を社会の中や他者によっては見出しにくい。
何故な らば,多 様化 している社会の中では,




デンティティが課 している一貫 した 「わたし」
は,困 難 さをともなうこととして受け取 られる
「わ た しら し さ」 と して の ボ ラ ンテ ィア17
で あ ろ う。 ア イ デ ンテ ィテ ィ とい う用 語 は,一 一
貫 した ア イ デ ンテ ィテ ィを 確立 しな けれ ば な ら
な い と 「わ た し」 に課 す る こ とで,確 立 で き な
い 「わ た し」 を焦 燥 的 に追 い詰 め て しま うの で
あ る。 ア イ デ ンテ ィテ ィが 不可 能 で あ る と うす
うす 気 付 き な が ら も,厂 な お わ た した ち は 自分
の 中 の空 洞 を埋 め るた め に,こ れ が わ た しだ と
主 張 で き る よ うな何 か,何 で もい い 何 か を 見 い
だ した い,と 願 わず に は い られ な い 」 の で あ る
(若 田2002:138)。
この 結 果,現 代 の社 会 で 顕著 に な って い るの
が 「自分 探 し」 とい う 「わ た し」 へ の 問 い で あ
る と思 われ る。 その こ とは,厂 ア イデ ンテ ィテ ィ
探 し」 と言 わ な い で 「自分 探 し」 が 叫 ば れ て い
る今 日の状 況 か ら伺 え る。 「わ た し ら しさ」 は
ア イ デ ンテ ィテ ィで はな く,「 自分 探 し」 へ と
シ フ トして い るの で あ る。 「自分 探 し」 に は,
「わ た し」 に は 役 割 は あ るが,し か しそ こ に は
「本 当 の わ た し」 が い な い 。 こ の役 割 の 「わ た
し」 で はな い 「本 当 の わ た し」 とは 何 か とい う
問 いが あ る。 一貫 した 「わ た し」 が この 世 界 の
　 　 　
中で位置づけることができないと,い まの 「わ
た し」とは異なる 「本当のわた し」がどこかに
　 　




まの 「わ た し」 で は な く,な お もア イ デ ンテ ィ
テ ィ を確 立 で き るか の よ うな 「本 当 の わ た し」
と い う 「わ た しら しさ」 を探 し当 て る こ とで あ
る。 従 って,ア イ デ ンテ ィテ ィ と 「自分 探 し」
と の 関 係 に共 通 して 言 え る の は,「 わ た し ら し
さ」 の 形 成 が 目指 さ れ て い る こ とで あ るが,
「自分 探 し」 は 「わた し ら しさ」 を アイ デ ンテ ィ
テ ィで は満 た す こ とが で きな い 「わ た し」 が,
更 に 「わ た しら し さ」 を形 成 す る こ とを 目指 す
こ と で あ る。 こ の こ とか ら,「 自分 探 し」 は ア
イ デ ン テ ィ テ ィを深 め た と言 え る。 しか し,そ
の よ うな 「自分 探 し」 の問 いを 重 ね て も答 え は
無 い。 そ こ に あ るの は 「本 当の わ た し」 で はな















かという点であったのだが,し か し未だに 「本
当の自分」を価値あるもの,当 然獲得すること
という社会規範が根強 くよく残存 している。そ
の結果,「 本当の自分」 という言葉 は,目 指す
べき価値として欲望を喚起 し,人 をつき動かす















れず 「わた しらしさ」 として使われている結果
であると思われる。そしてアイデンティティか
ら 「自分探 し」へと移行 して も,答 えの無い




た し」 という問いは,ア イデンティティの補完
を担わされているのであるが,こ こでも 「わた
しらしさ」の形成は実に儚いのである。
このように考えると,ア イデンテ ィテ ィも











かな 「わたし」 として 「わたし」が思い込みた
..
いという欲望である。では,「 わたしらしさ」
という幻想を,確 かな 「わたし」 として思い込
むとはどのようなことなのか。それは,他 者の












ボランティアによって他者 と交わ り,そ の中で
発見できるとしているのではないだろうか。
2ボ ラ ンテ ィア にお ける










性である。 この公共性 とは,ボ ランティア活動
が市民の相互承認 と自立的な問題解決を図ると
いう新たな 「市民的公共性」を意味 している。
そして公共性の必要性は,わ れわれが 「見 られ,
聞かれ,批 判される」 ことを通 じて公的に認め
られ,自 他共にアイデンティティを認められる



























論の方法を通 して考察 してみたいと思 う。その
「わ た しら し さ」 と して の ボ ラ ンテ ィア19
前 に自己物語論とは何かをみておこう。
3自 己物 語論 の射程














そしてこの 「叙述」には 「記述」 と 「説明」が
含まれ,こ の記述と説明はそれぞれス トーリー
とプロットに区分できるとする(井 上1996:
21)。 この井上のス トー リーとプロッ トはE・
M・ フォスターの 『小説の諸相』からのもので





ます」 と言 う(フ ォスター1994:129)。 ここ




物語の 「語 り」 と 「物語」に近似していると思
われる。 野 口祐二は,物 語(narrative)を
「語 り」と 「物語」に区分 し,前 者は,「誰か向
かって何かを語ること,お よび,そ の語られた





時代においては 「語 り」が 「物語」であり,ま
た自分史のような 「物語」は,そ の自分史に沿っ
た 「語 り」をするからである。すなわち,「『語
り』 と 『物語』 のこうした相互的かつ連続的
な関係を一言であらわす言葉,そ れが,『 ナラ
ティヴ』という言葉なのである」と言う(野 口
2002:20-2)5)。 このように野口は,物 語 をナ






















以上から物語 とは,「 物語」 としての 「語 ら









自己物語にみる 「生きた」 自己物語では違 うこ
とである。「生きた」物語は,完 成 というもの
がないからである。つまり,「生きた」物語の
「物語」 と 「語 り」 は,相 互関係をし続けるか












そ して第二に自己物語は 「語 り得ないもの」を
前提とし,隠 蔽 していると言う。前者の自己が
自己物語によって生み出されるということは,
エピソー ドの選択と配列を通 してはじめて 「わ
た し」が現れることである。すなわち 「私」が
いて,次 に 「私」について私が語るというので










いて語 る」 という構造を持つ。従って,こ の時





語が語 り手 としての 「私」と登場人物 としての
語 られる 「私」の視点は異なっていなければな
らないことであるが,一 方で,語 る 「私」 と登
場人物としての 「私」とは,自 己物語の結末に
おいて一致 しなければならない特徴を持つ こと
を意味 している。 もし二つの 「私」が完全に一




中に,選 択されなかった 「語 りえないものJが
















おいて,あ たかも 「語 り得なさ」など存在 しな





るために,「物語 り」→ 「語 りえなさ」→ 「他
者」の視点による 「隠蔽」によって形成される。
つまり,物 語のもつ 「物語」が 「語り」 と 「他
者」によっていかにして形成されるのかという
視点に立 っている。このように 「わたし」 とい
う存在 は,自 己物語を通 して現れる。従 って
「わたしらしさ」は 「語 り」と 「物語」の相互













い。何故ならば,こ の自己物語は 「わた しJが
「語る」ことによって 「物語」が作成 されてい
くわけであるが,そ こには客観性がそもそ も存













いか,或 はまた他人ではな く 「わたし」 自身で
完結してしまう結果である。
4ボ ラ ンテ ィア にお ける





ティアを通 して 「わた しらしさ」 という物語を
生きていることである。以下これをインタビュー























者数人を対象として,2003年8月 か ら9月 にか






を加えた。なおイ ンタ ビュー対象者 の属性は
2003年 でのものである。
【事例Aさ ん】









けれども,ず っと仕事をしながら人 も使 ってま
したからね。今は していないんですけど。去年
一年間は入院










































またBさ んも同様に見 られたので,ま とめて考
察する。
【事例Bさ ん】
















い。よく来て くれる。日曜日,今 まで,働 いて
いる時は,全 然ボランティアをやってこなかっ




























































































見 られるのであろう。 しか し,自 己物語の書き

















つあって動 くし,足 も動 くし,自 転車にも乗れ
るし,本 は読めるし,な んでもできると。それ
が当た り前やけど。それがでも,目 の悪い人に
と って み た ら,と にか く 「こ うい う見 え る世 界
は な い ん や」 とか,耳 の 悪 い人 に と って は 「音
が な い ん や」 とかね 。 そ う い う 自分 が 経 験 で き
な い世 界 とい うか 自分 に と って は 当 た り前 の も
のが 当 た り前 で な い世 界 とい うか ね。 自分 に と っ
て 当 た り前 で な い世 界 が,あ る意 味 で 当 た り前
の人 もた くさん い る と い う こ とを知 る こ とは す
ご く大 事 や と思 い ます け どね。 だ か ら特 に,そ
の ハ ンデ ィキ ャ ップ を負 って い る人 の立 場 に立 っ
て もの を考 え る と い う視 点 を もつ こ と は大 事 や
と思 い ます け どね 。
【事 例Dさ ん 】
も しか した らボ ラ ンテ ィア始 め た こ とが 自分
の 天 職 だ み た い な こ とが,「 あ あ,こ れ だ 」 っ
て い う もの が 見 つ け られ る人 が い るか も知 れ な
い で す けれ ど も。 自分 は ど うなん で し ょう。 私
の経 験 が まだ ボ ラ ンテ ィアー個 しか して な い し,
ボ ラ ンテ ィア が どん な もの なの か って い う こ と
は,今 の 自分 の 活動 で しか。 他 の 人 が,ど う い
う こ とで ヤ ラ レて るだ とか,そ う い う概 念 じゃ
な い で す け ど,そ うい うの とか 知 らな いの で,
今 そ の 自分 が や って る こ と しか 知 らな いの で,
「自分 探 し」 に繋 が るか ど うか は ち ょ っ と違 う
じ ゃな いか な とは思 い ます ね 。 私 は別 に 「自分
探 し」 で はな い です ね。 「自分 探 し」 に つ い て
は,今 の 時 期,就 職 活 動 で あ った り とか,次 の
と こ ろ に行 く時期 な の で,自 分 を 見 つ あ 直 す,
自分 が 何 に な りた い のか とか,就 職 は ど う した
い か って い う,考 え る と き に,や っぱ り ち ょ っ
と 「あ 一 ど うな ん だ ろ う」 と思 う と きが あ るの
で,ち ょっ とそ の,わ か る よ うな 気 が す るん で
す け ど。 そ うで す ね,だ か ら,結 局 は 自分 で 答
え を 出 す の で,他 に 求 め て もど うか な あ と思 い
ま す ね 。 で もわ か る気 は します 。
両者 と も,ボ ラ ンテ ィア に お いて 「自分 探 し」
が 妥 当 す る と述 べ て い る。 それ は ボ ラ ンテ ィア
に よ っ て,「 そ の 自分 の 位 置 とい うか,自 分 の





られる」 と言 うことに示されている。 しながら






ように,自 己に身近な例として 「自分探 し」を
考えている。対 してDさ んは,「 自分探 し」で
はないが 「わかるような気がするんですけど」
と言 うように,自 身にとって離れた立場で考え
ている。 このことは恐 らくは,そ れぞれがおか
れている立場 によって異なるのであろう。 しか























発セ ミナー,新 宗教,自 分を見つける書籍など
が 「自分探 し」を提供 している。特に新宗教は,






















と映 り 「自分探 し」を試みるのには妥当な一つ
の選択になったと思われる。ボランティアが活




このように,ボ ランティアは 「自分探 し」を
オープンに提供 している。つまり,ボ ランティ
アには 「いかがわしい」 ものではな く,「気軽
に」,ま た社会的に認知 されたものとして,そ
して参入/脱 退の自由さが認められる。このよ








































い う視 点 を 更 に深 め た い と思 う。
注
1)こ こで使 う 「わた しらしさ」 につ いて は,2
で考察 してい る。
2)エ リクソンには,「静態的で不変な もの」では
ない とい う考え があ るが,こ れは ライフサイ ク
ルを通 して一貫 したアイ デ ンテ ィテ ィが確 立 さ
れ な けれ ばな らない こ と と矛盾 しな い。 その
「静態的で不変な もの」ではないのは,例 えば,
青年 期か ら成人期 への移 り変わ りの時であ る。
3)な お,エ リクソンは,「わた し」「自我」「自己」
を も区別 してい る。 ただ しこの三 者の区別 とア
イデ ンテ ィテ ィの関 係につ いて も明確 にされて
いな い と思 われ る。 これ を扱 った論考 につ いて
は,西 平(1993)225ペ ージ以降が参考にな る。
4)ま た別の箇所では,次 のよ うに言 う。 「『自分』
を他者の関係のなかで とらえなが ら,『 自分』 を
大切 にして生 きる,(中 略)自 分が全体 とかかわ っ
て存在す ることを意識 して生 きてい くボランテ ィ
アの思想 は新鮮」 である(吉 村1999:185)。
5)野 家啓一 は 「物語 は もともと 『語 られ た もの
(thatwhichisnarrated,astory)』 の側 面 と
『語 る行為 また は実践(theactorpracticeof
narrating)の 側面 とい うヤヌス的性格を持 って
いるのである』」 と してい る(野 家2003:54)。
6)考 えてみる と,物 語 を読 むという行為 自体が,
物語 の 「語 り」 を感 じることで もあると言 える。
物語 は書 き手 であ る作者 だけで は完成せ ず,読
者 も参与す る意 味生成 の共 同行為 と しての 「出
来事」 の中で,「意 味の発生」 がみ られ るか らで
ある(や まだ2000:8-9)。 しか し,こ の場合 の
物語 は,す でに完結 して しまっているので あ り,
生 きた物語 が完結を見 ないの とは対照 的 とな っ
て いる。
7)浅 野 は物語 の第一 の特徴 と して,「 『語 る』 行
為 は,そ の語 り手 とは異 な るもう一つ の視 点=
登場人物 を創 り出す」(浅 野2001:207)と い う
ことを指摘 している。 しか し,こ こで は物語 そ
の ものの整理 を して いるので,除 外 した。 この
箇所 は先 ほど論 じた 「語 り」 に挿入すべ きか も
知れ ない。
8)や まだ は 「物語」 を生 きた,生 の,生 成す る,
完結 しな い物語 とす る。 そ して物語の最小 構成
要素 と して,「2つ 以上の 『出来事』 とそれ らを
む す びつ け る 『筋立 て る』 働 き」 と して い る
(やまだ2000:8)。
9)こ の段 階で の他者 とは必ず しも具 体的 な他者
で はない。「工夫 をこら して 自己物語を語 った と
「わ た しら しさ」 と して の ボ ラ ンテ ィア27
して も,他 者 がそれを受 け入 れて くれる保障や
根拠 は どこにで もない というこ とだ。 それ らの
工夫 はあ くまで も 『一般化 された他者』(ミ ー ド)
を想定 してな され る もので あ り,具 体 的にあれ
これの他者 にそ のまま通用す る もので はない」
か らだ(浅 野2001:172)。 しか し,す ぐ後で展
開 されて いるように語 る段階 では具体 的な他者
になる。
10)イ ンタ ビューをす る者 と受 け る側 を通 して こ
の自己物語は形成 され るのであ るが,も ちろん,
他 の他者 に 「語 る」 ことによ って 自己物語 は ま
た違 った ものになるだろう。
11)Dさ ん は,現 在娘夫婦 と暮 らしている。
12)島 薗 は,宗 教 に対 す るイメー ジを述べ てい る
のではない。「オ ウム真理 教以降,『 宗教 ぎらい』
の傾 向が強 ま ってい る」 と捉 え てい る(島 薗
2001:18)
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       Self-Identity Formation in Volunteer Work 
                                     Shinya Masaaki, Watanabe Shuji 
 The aim of this paper is to examine, by analyzing the results of interview research, how 
people search for their identity or a sense of self and what characteristics they obtain in the 
case of volunteer work. It is argued that the quest for identity or self is a key element in 
strengthening self-identity. However, grasping the whole process of strengthening self-identi-
ty in detail is a difficult task. To overcome this problem, theoretical thoughts concerning self-
narrative are reverted to and great importance is attributed to the ways of rewriting  self-nar-
rative, which indicate the ongoing process of self-identity formation.
